
                                

                                

                                

                                

一
月
十
二
日 

伊
藤
徳
宇
市
長
を
観
閲
者
に
迎

え
、
消
防
団
・
消
防
署
・
自
衛
消

防
隊
・
津
田
桑
名
幼
稚
園
参
加
に

て
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

徒
歩
部
隊
・
車
両
部
隊
に
よ
る
分

列
行
進
が
行
わ
れ
、
園
児
が
消
防

団
車
両
に
同
乗
し
観
閲
を
受
け
ま

し
た
。  

（１）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

第
三
十
号 
二
〇
十
四
年
三
月 

編
集
・
発
行 桑

名
市
大
字
江
場
七
番
地 

桑
名
市
消
防
団 
企
画
情
報
部
会 

【平成２５年度 全国統一防火標語】 消すまでは 心の警報 ＯＮのまま 



出
初
式
で
の
柴
田
団
長 

式
典
で
は
団
員
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
方
々
に
各
章
の
表
彰
や
、
園

児
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
長
良
川
左
岸
に
移
動

し
ポ
ン
プ
車
両
三
十
台
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                          

内
閣
総
理
大
臣
表
彰 

柴
田
清
勝
団
長 
受
賞 十

一
月
二
十
五
日 

 
消
防
団
百
二
十
年
・
自
治
体
消

防
六
十
五
周
年
記
念
大
会
に
お
い

て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務

に
従
事
し
、
広
く
地
域
消
防
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
社
会
の
安

全
確
保
、
防
災
思
想
の
普
及
、
消

防
施
設
の
整
備
そ
の
他
の
災
害
の

防
ぎ
ょ
に
関
す
る
対
策
の
実
施
に

つ
い
て
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
特

に
顕
著
な
方
に
送
ら
れ
る
賞
で
、

今
大
会
で
は
全
国
で
十
五
名
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

             

 

年
末
警
戒 十

二
月
二
十
八
日
～
三
十
日 

 

寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
り
小

雪
の
舞
う
年
末
、
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
し
た
。
二
十
八
日
に
は
伊

藤
徳
宇
市
長
に
よ
る
巡
視
が
市
内

六
箇
所
に
て
行
わ
れ
激
励
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
夜
８
時
よ
り
地

域
巡
回
、
詰
所
待
機
を
各
分
団
に

て
行
い
ま
し
た
。 

市
長
巡
視 長

島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
他
五
箇
所
に
て 

各
方
面
団
の
訓
練  

 

行
進
等
訓
練
及
び 

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 九

月
二
十
九
日 

長
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
て
、
部
隊
の
団
結
力
、

規
律
、
士
気
及
び
協
同
動
作
を
向

上
し
、
正
確
で
軽
快
な
部
隊
行
動

を
訓
練
す
る
と
と
も
に
指
揮
者
の

指
揮
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
大
隊
単
位
の
行
進
を
中

心
と
し
た
規
律
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。  

 

人がつくった差別なら、なくせるはずです差別の心 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 



訓
練
は
、方
面
団
長
、副
団
長
、

分
団
長
の
指
導
の
も
と
、
行
進
時

の
腕
の
ふ
り
角
度
、
隊
員
間
の
距

離
、
横
列
の
歩
調
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
、
意
見
交
換
を
交
え
つ
つ

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
悪
い
点
を
各
大
隊
で
指

摘
し
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
基
礎

的
な
動
作
の
反
省
か
ら
修
得
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
訓
練
終
了
後
に
は
長
島

運
動
公
園
に
場
所
を
移
し
、
長
島

方
面
団
恒
例
の
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
汗

ば
む
陽
気
の
中
、
一
球
一
球
、
一

打
一
打
に
声
援
と
野
次
が
飛
び
交

い
、
少
な
い
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
と

大
半
の
エ
ラ
ー
で
、
打
率
一
割
か

ら
九
割
と
い
う
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
方
面
団

長
か
ら
各
分
団
員
ま
で
が
同
じ
汗

を
か
く
こ
と
に
よ
り
、
大
い
に
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
と

思
い
ま
す
。
栄
え
あ
る
優
勝
に
輝

い
た
の
は
機
動
分
団
Ｂ
、
準
優
勝

は
惜
し
く
も
連
覇
を
逃
し
た
第
一

分
団
、
三
位
は
機
動
分
団
Ａ
と
な

り
ま
し
た
。 こ

う
し
た
訓
練
や
親
睦
行
事
を

通
じ
て
、
知
識
と
技
能
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
分
団
の
枠
を
超
え

た
団
員
の
結
束
力
を
高
め
、
今
後

も
消
防
団
の
活
動
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

 
 

 

競
練
会 

十
一
月
十
日 

多
度
町
総
合
支
所
駐
車
場
に
お

い
て
、
消
防
競
練
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。  

こ
の
訓
練
は
、
火
災
現
場
で
必

要
な
消
防
技
術
の
基
本
で
あ
る
ポ

ン
プ
の
運
用
、
ホ
ー
ス
の
延
長
及

び
放
水
ま
で
の
迅
速
性
と
消
防
資

器
材
の
取
り
扱
い
の
正
確
性
を
競

う
こ
と
に
よ
り
、
消
防
技
術
の
向

上
と
知
識
の
習
得
を
図
る
も
の
で

す
。  

一
チ
ー
ム
五
人
編
成
で
、
合
計

二
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
訓
練
当
日
は
、
悪
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
良
い
機
会
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
競
技

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 
今
後
も
、
基
本
を
大
切
に
と
い

う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
訓
練
か
ら

緊
張
感
を
持
っ
て
、
消
防
団
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。  

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

優
勝   
第
四
分
団
一
・
二
班 

準
優
勝  
第
五
分
団
一
班 

第
三
位  
第
一
分
団
四
班 

 

 

 

 

競
練
会 

十
一
月
十
七
日 

ポ
ン
プ
車
操
法
と
し
て
は
、
今

回
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
競
練
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

基
本
動
作
の
繰
り
返
し
、
反
復

練
習
を
二
ヵ
月
弱
の
間
、
更
に
磨

き
を
か
け
、
全
十
四
分
団
の
想
い

を
そ
れ
ぞ
れ
抱
き
つ
つ
、
目
指
す

は
一
番
。
出
場
選
手
の
年
齢
、
経

験
は
違
っ
て
も
気
迫
は
一
緒
。
ど

こ
の
分
団
よ
り
も
よ
り
早
く
正
確

に
、
そ
し
て
安
全
に
訓
練
の
成
果

を
こ
の
一
瞬
に
。
ホ
ー
ス
を
伸
ば

し
、
消
火
用
筒
先
を
担
ぎ
配
置
に

つ
き
、
消
防
車
両
配
置
の
機
関
員

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
水
を
第
一
線

標
的
、
第
二
線
標
的
に
向
か
っ
て

放
水
し
ま
す
。 こ

う
し
た
訓
練
は
、
結
果
も
励

み
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に

目
標
を
掲
げ
そ
れ
に
向
か
っ
て
、

チ
ー
ム
と
そ
れ
を
支
え
る
分
団
の

仲
間
の
絆
を
よ
り
強
く
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
そ
う
し
た
連
携
が

い
ざ
災
害
と
な
っ
た
と
き
よ
り
大

き
な
力
と
な
っ
て
地
域
の
皆
様
の

お
役
に
た
て
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。 結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

優
勝  
第
十
二
分
団 

準
優
勝 
第
十
三
分
団
浜 

三
位  
第
十
三
分
団
安
永 

時
間
と
と
も
に
東
日
本
大
震
災

の
記
憶
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
り
、
緊

張
感
も
日
々
薄
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
台
風
三
十
号
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
襲
い
ま
し
た
。
ま
さ
に

災
害
と
は
、
い
つ
私
た
ち
の
身
に

降
り
か
か
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
災
害
は
、
東
日
本
大

震
災
を
思
い
出
し
、
ま
た
不
安
に

感
じ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
昨
年
は
、
台
風

の
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
消
防
団
員
も
日
々
の
訓

練
を
通
し
て
、
そ
う
し
た
事
案
に

対
応
す
べ
く
励
ん
で
い
ま
す
。 

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

つなげよう 人から人へ心の輪 



 
自
主
防
災
訓
練  

今
年
度
も
、
桑
名
市
内
の
小
学

校
（
十
ヶ
所
）
に
て
開
催
さ
れ
、

沢
山
の
住
民
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
一
月
十
七

日
に
は
、
伊
曽
島
小
学
校
で
、
各

自
治
会･

団
体
を
含
め
約
四
百
五

十
名
が
参
加
し
た
長
島
伊
曽
島
地

区
自
主
防
災
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練
・

応
急
救
護
訓
練
・
煙
体
験
・
校
舎

屋
上
避
難
訓
練
が
あ
り
、
各
班
に

分
か
れ
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 倒

壊
家
屋
救
出
訓
練
で
は
ジ
ャ

ッ
キ
を
使
い
負
傷
者
を
救
出
す
る

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

応
急
救
護
訓
練
で
は
、
応
急
処

置
・
搬
送
方
法
に
つ
い
て
身
近
に

あ
る
も
の
を
活
用
し
て
お
こ
な
う

方
法
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
り

濃
煙
体
験
を
お
こ
な
い
団
員
の
説

明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
人
や

「
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
る
避
難
者
が
い
ま
し
た
。 

訓
練
を
通
し
て
い
か
に
多
く
の

避
難
者
を
迅
速
に
誘
導
す
る
の
が

困
難
で
あ
る
か
を
学
び
、
今
後
有

事
の
際
に
備
え
繰
り
返
し
継
続
し

て
訓
練
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
関
係
機
関
相
互
の
協
力

体
制
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る

こ
と
が
で
き
、
地
域
住
民
の
防
災

意
識
が
高
揚
し
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
が
図
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
長
島
方
面
団 町

民
体
育
大
会
リ
レ
ー
参
加 十

月
十
三
日 

長
島
町
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
で
町

民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
今
年
は
五
十
周
年
記
念
大
会
と

い
う
こ
と
で
、
消
防
団
に
よ
る
リ

レ
ー
が
復
活
し
第
一
〜
五
分
団
・

機
動
分
団
の
計
六
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。
各
分
団
六
名
が
、
筒

先
を
バ
ト
ン
代
わ
り
に
繋
ぐ
と
い

う
も
の
で
す
。 第

四
分
団
が
第
一
走
者
か
ら
ト

ッ
プ
を
守
り
続
け
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。 今

後
も
通
常
の
消
防
団
活
動
は

当
然
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域

の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。  

  

竣
工
式  

車
庫
兼
詰
所 
新
設 

十
一
月
二
日 

  
久
米
地
区
を
管
轄
し
て
い
る
桑

名
方
面
団
第
十
二
分
団
詰
所
が
、

高
速
道
路
関
連
施
設
整
備
対
策
事

業
の
障
害
と
な
る
関
係
で
建
て
替

え
ら
れ
、
そ
れ
を
記
念
し
ま
し
て

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治

会
関
係
者
様
、
市
議
会
議
員
様
、

関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
施
設
の
説

明
、
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
車
庫
兼
詰
所
は
、
鉄
骨
二

階
建
て
で
、一
階
に
消
防
車
車
庫
、

二
階
に
消
防
団
員
詰
所
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
活
動
拠

点
と
し
て
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
地
域
住
民

の
防
災
活
動
の
推
進
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

       

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 

許さない 心にひそむ 差別の心 



◇◇◇◇ 特集：災害用トイレ ◇◇◇◇

「排泄」は、誰も避けては通れない問題ですが、災害時には断水や浸水でトイレが使えな
くなることもあります。どうすれば良いのでしょうか？

石巻市で東日本大震災を経験された方から、お話を聞く機会がありましたので紹介します。

■地震発生時の状況は、いかがでしたか？
地震発生と共にライフラインは全てストップしてしまいました。
自宅は、やや内陸にあるのですが、津波による浸水は台所のテーブル面にまで及びました。
平屋建てでしたので、余震が続く中を、布団、毛布、食料、水などの必要な物は屋根裏に
上げました。

■トイレはどうされましたか？
翌日の朝からの問題になります。
家の中の水位は、前日と変わらず、トイレが使えないため、暖
を取るために屋根裏に上げておいた新聞紙と、レジ袋、ゴミ袋
などのビニール袋を使いました。
袋を２枚重ね、中に新聞紙を何枚か敷きます。しゃがんで両手
で袋の端を持って用を足し、済んだら固く縛ります。大も小も同じ方法です。

■排泄物を入れた袋はどう処理するのですか？
この袋の処分には、冷凍食品などを入れる４０～５０センチぐらい
のフタ付き発泡スチロールの箱を使います。魚を入れるものより小
さい、潮干狩りで持帰りに使うような紐付きのものがよいです。
この小さめの箱がフタの気密性が良く、匂いも出ません。家族4人
の４～５日分なら大丈夫です。大きい発泡スチロール箱だとたくさ
ん入り過ぎてその後の処分が大変です。
箱が一杯になったら、袋を少しずつ他のゴミと混ぜて出しますが、

しばらくはゴミを出す事もできないので、密閉できるスチロールの箱は重要です。

■他にもアドバイスがあればお願いします
我が家の場合は、自宅でしたので、人目は避けられましたが、避難所など
の場合は、ダンボールなどで目隠しを作るのが大事でしょう。
水をあまり飲まないで過ごしたりして、トイレを我慢する人もいますが、
つらいですし、即、体調不良になります。
地震発生からしばらく、食生活が不安定で、便秘が続いたりしますので、胃腸薬も常備し
ておいた方がよいです。

実は、トイレは災害時の最初の切実な問題なので、普段からみんなで話合
っておく事はとても大切だと思います。今は排泄処理グッズもたくさんあ
るので、家族でホームセンターなどに行くのも良いと思います。

協力：宮城県石巻市 佐藤秀博さん 編集文責：企画情報部 内藤誠一郎

災害時のトイレを考えましょう

経験者に、お話を聞きました

みんなで準備しておきましょう

知らないふり しているあなた 共犯者

（５） 桑 名 市 消 防 団 広 報



手作り防災グッズの数々

女性消防団では日頃から、女性ならではのアイデアで

身近なものから、災害時に役立つ物を研究して手作りし、

防災啓発活動に活かしています。

ペール缶にフタをつけ
て非常用トイレ

今号５頁のように、ビ
ニール袋と新聞紙等を
排泄物受けにして使い
ます。
普段は椅子や物入れと
しても使えますよ。

ツナ缶を使って

ほのぼのあかり

こよりをツナ缶の油

に浸して、明かりに

します。

（こよりが缶に当た

らないように要注意）

油がなくなれば温か

いツナが食べられま

すよ。

かんたん手作りランプ

ほのぼのあかり

ティッシュで作ったこ

よりを、アルミホイル

でビンやコップの口に

固定します。

ビンが倒れても炎は中

に残るので安全です。

燃料はサラダ油です。

１０月３０日

女性消防団全国大会

今年度は岐阜県高山市で開催

されました。

展示が今回も好評でした。

平成２６年度の会場は、千葉

県のディズニーリゾートにあ

る舞浜アンフィシアターです。

１月１２日

消防出初め式

長島の輪中ドームにて

１２月２８～３０日

年末警戒

年末の３日間、市内を火災

予防の巡回広報します。

各地の分団の陣中見舞いに

も伺いました。

女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。

桑名市女性消防団 検索 ←クリック！

平成26年春

私達と一緒に活動しましょう!!
女性の優しさ・細やかな配慮を生かした活動が
地域のため・住民のために役立ちます。

お問い合せ先 桑名市消防本部 総務課 TEL24-5274

思いやる 気持と言葉に ありがとう

桑 名 市 消 防 団 広 報 (６ )
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